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Ⅶ. 滋賀県下水道中期ビジョン

　本県の下水道事業の特徴は、以下のような項目があげられます。

●複数市町と県で実施する流域下水道を中心に整備してきた。
●昭和57年4月に湖南中部処理区を供用開始して以降、急速に整備を進めてきた。
●琵琶湖の水質保全のため、すべての処理場で窒素、リンを対象にした高度処理を実施している。

　また、近年は次のような新たな課題も浮かび上がってきています。

　　　○下水道未普及地域の整備、汚水処理施設の整備促進
　　　○下水道施設の防災、減災の推進
　　　○施設更新、維持管理に係るコストの低減、平準化
　　　○下水道資源の有効利用と温室効果ガスの削減対策
　　　○下水道経営の効率化、透明化
　　　○住民との協働、国際化への取り組み

　「滋賀県下水道中期ビジョン」とは、県と市町が共同して様々な課題に適切に対応し、持続的に
下水道の機能・サービスを提供していくため、今後の下水道事業のあり方（施策の方向性）を示し
たものであり、将来像を見据えながら事業を実施することを目的としています。

１．  下水道中期ビジョンの背景と目的

計画期間：平成23（2011）年度から令和2（2020）年度までの10年間
概　　要：「暮らし」「安全・安心」「環境」「経営管理」「共通」の5項目
位置づけ：「滋賀県基本構想」や「環境総合計画」を上位計画とし、国土交通省の「新下水道ビジ

ョン」の方向性を反映しています。「新下水道ビジョン加速戦略」は、第1期中期ビジ
ョン中間見直し後に策定されたものであり、第2期中期ビジョンに反映します。

評　　価：第１期中期ビジョンが終期を迎えるにあたり、フォローアップアンケート等で評価を行
いました。浸水対策や水環境の向上などの項目については目標を達成できている一方、
老朽化対策や人材育成などの項目については一定の進捗はみられるものの目標に届きま
せんでした。これは人員不足や経営基盤の弱体化等による結果であると考えられます。

２．  第１期中期ビジョンの概要とその評価

背　　景：社会情勢の変化、第1期中期ビジョンの評価やグループワークによる課題の顕在化、関
連計画等の改訂といった背景から第2期中期ビジョンを策定することとしました。なお、
ビジョンはＳＤＧｓ達成に貢献するものであり、関連性についても整理しています。

計画期間：令和3（2021）年度から令和14（2032）年度までの12年間
位置づけ：今回のビジョンの全体コンセプトとして「みんなで地域と琵琶湖を健康に ～あたりま

えの安心と新しい強さに向かって～」を設定しました。県・市町で実施したグループワ
ークで出た意見と「滋賀県基本構想」や「環境総合計画」等に掲げている方向性を考慮
して決定しています。

3.  第２期中期ビジョンの概要
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